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ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り

町
文
化
財
専
門
委
員

石
瀧  

豊
美

　
福
岡
藩
は
維
新
の
バ
ス
に
乗
り
遅

れ
た
と
い
う
言
い
方
が
あ
り
ま
す
。

　
明
治
維
新
に
功
労
が
あ
っ
て
新

政
府
に
有
力
な
政
治
家
を
送
り
出

し
た
の
が
薩
長
土
肥
の
四
藩
。
つ

ま
り
大
名
家
で
言
え
ば
、
薩
摩
の

島
津
家
、
長
州
の
毛
利
家
、
土
佐

の
山
内
家
、
肥
前
佐
賀
の
鍋
島
家

で
し
た
。

　
福
岡
藩
黒
田
家
は
平
野
国
臣・

加
藤
司
書・
月
形
洗
蔵
の
よ
う
な
、

名
を
知
ら
れ
た
勤
王
の
志
士
を
出

し
た
も
の
の
、
明
治
維
新
ま
で
生

き
残
っ
た
人
が
お
ら
ず
、
明
治
政

府
に
人
材
を
送
り
出
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
も
明

治
維
新
の
二
年
ほ
ど
前
に
、
多
く

の
勤
王
家
に
切
腹
、
斬
首
、
島
流

し
、
入
牢
、
隠
居
な
ど
の
処
分
を

科
し
た
た
め
に
、
薩
摩
や
長
州
の

動
き（
薩
長
連
合
か
ら
倒
幕
へ
）を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
勤
王
家
へ
の
弾

圧
事
件
を
慶
応
元
年（
１
８
６
５
）

の
干え

支と

か
ら
乙い

っ
ち
ゅ
う丑
の
獄
と
呼
び
ま

す
。

　
幕
末
期
の
藩
主
黒
田
長な

が

溥ひ
ろ

は
薩

摩
島
津
家
か
ら
養
子
に
入
っ
た
人

で
、
海
外
事
情
に
通
じ
た
開
明
的

な
藩
主
で
し
た
が
、
乙
丑
の
獄
を

指
揮
し
た
こ
と
に
よ
り
、
明
治
に

な
っ
て
表
に
出
て
活
躍
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
黒
田
長

溥
の
功
績
は
学
問
の
種
を
ま
い
た

こ
と
に
あ
っ
て
、
福
沢
諭
吉
も
勝

海
舟
も
、
そ
の
著
書
の
中
で
黒
田

長
溥
に
好
意
的
な
文
章
を
残
し
て

い
ま
す
。
九
州
大
学
医
学
部
の
源

流
は
福
岡
藩
の
医
学
校
賛
生
館
で
、

黒
田
長
溥
が
設
立
し
た
も
の
で
す
。

「
賛
」に
は
助
け
る
の
意
が
あ
り
、

「
賛
生
」は
生
命
を
助
け
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
賛
生
館
で
は
漢
方

医
学
と
西
洋
医
学
を
教
え
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
確
か
に
明
治
維
新
の
分
け
前
に

あ
ず
か
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
驚
い
た
こ
と
に
明
治
に

な
っ
て
福
岡
県
は
次
の
よ
う
な
評

価
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
後
に
東
京
帝
国
大
学
総
長
と
な

る
外と

山や
ま

正ま
さ

一か
ず

が
、
明
治
三
十
二
年

（
１
８
９
９
）発
行
の『
藩
閥
之
将

来
』と
い
う
本
の
中
で
、「
こ
の
ま

ま
で
は
日
本
の
社
会
で
活
躍
す

る
人
た
ち
は
山
口
県
、鹿
児
島
県
、

福
岡
県
、
佐
賀
県
、
高
知
県
出
身

者
に
独
占
さ
れ
る
だ
ろ
う
」と
述

べ
て
い
た
の
で
す（
原
文
を
現
代

風
に
言
い
替
え
て
い
ま
す
）。

　
薩
長
土
肥
に
数
え
ら
れ
な
か
っ

た
福
岡
県
が
ち
ゃ
っ
か
り
三
番

目
に
く
い
こ
ん
で
い
ま
す
。
な
ぜ

そ
う
な
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
福

岡
藩・
秋
月
藩（
黒
田
家
）・
小
倉
藩

（
小
笠
原
家
）・
久
留
米
藩（
有
馬

家
）・
柳
川
藩・
三
池
藩（
立
花
家
）

の
区
域
が
合
併
し
た
福
岡
県
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
競
い
合
っ
て

熱
心
に
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
た

の
で
す
。
そ
の
結
果
、
上
級
学
校

に
進
学
す
る
人
が
多
く
、
そ
の
人

た
ち
が
就
職
し
、
出
世
し
て
い
く

こ
と
で
、
福
岡
県
の
将
来
性
は
明

る
い
、
と
い
う
の
が
外
山
正
一
の

考
え
で
し
た
。
ま
さ
し
く
立
身
出

世
の
世
の
中
に
合
致
し
て
い
た
の

で
す
。

　
現
在
で
も
、
旧
藩
校
の
名
を
冠

し
た
県
立
高
校
が
あ
る
こ
と
は
私

た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
で

す
が
、
実
は
全
国
的
に
は
非
常
に

珍
し
い
こ
と
で
す
。
福
岡
県
立
高

等
学
校
の
中
で
、
修
猷
館・
明
善・

伝
習
館・
育
徳
館（
旧
豊
津
中
学

校
、後
に
豊
津
高
校
を
経
て
現「
育

徳
館
中
学
校・
高
等
学
校
」）は
い

ず
れ
も
藩
校
の
名
を
継
承
し
て
い

ま
す
。
修
猷
館
は
福
岡
藩
、
明
善

は
久
留
米
藩
、伝
習
館
は
柳
川
藩
、

育
徳
館
は
小
倉
藩
の
藩
校
の
名
前

で
す
。

　
旧
福
岡
藩・
秋
月
藩
の
区
域
は

旧
筑
前
国
で
す
が
、
こ
の
地
域
の

出
身
の
生
徒
に
奨
学
金
を
支
給
す

る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
の
が
黒
田

奨
学
会
で
す
。

　
大
正
十
五（
昭
和
元
、１
９
２
６
）

年
度『
福
岡
県
統
計
書
』の「
管
内

学
事
ノ
状
況
」に
、
各
藩
主
関
連

の
奨
学
事
業・
育
英
事
業
を
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。
黒
田
家
奨
学
会

の
正
式
な
名
称
は
黒
田
奨
学
会
で
、

現
在
も
存
続
し
て
い
ま
す
。

　「
育
英
会
＝
黒
田
家
奨
学
会
は

黒
田
家
の
寄
附
金
を
基
礎
と
し
て

設
立
せ
る
福
岡
県
奨
学
資
金
の
収

大
正
13
年
刊
行
の『
糟
屋
郡
志
』を
読
む（
10
）

�

― 

糟
屋
郡
の
育
英
制
度
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入
を
以
て
経
営
せ
ら
れ
橘
陰
会
は

旧
柳
河
、
三
池
両
藩
に
縁
故
あ
る

有
志
に
よ
り
組
織
せ
ら
る
、
共
に

旧
藩
内
子
弟
の
育
英
奨
励
に
努
む
。

又
豊
前
育
英
会
あ
り
旧
小
倉
藩
主

小
笠
原
家
並な

ら
び
に

同
藩
に
縁
故
あ
る

有
志
に
よ
り
組
織
せ
ら
る
旧
久
留

米
藩
主
有
馬
家
に
て
も
育
英
会
の

組
織
せ
ら
れ
た
る
も
の
あ
る
も
共

に
東
京
に
て
経
営
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ

り
。」

　『
藩
閥
之
将
来
』が
福
岡
県
の
将

来
性
を
見
込
ん
だ
の
は
、
こ
う
し

た
奨
学
金
の
制
度
が
福
岡
県
に
は

さ
ま
ざ
ま
に
あ
っ
た
こ
と
で
、
人

材
育
成
の
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て

い
る
と
み
た
か
ら
で
す
。
逆
に
言

え
ば
他
の
地
域
は
そ
れ
ほ
ど
教
育

熱
心
で
な
い
と
し
て
、
も
っ
と
奨

学
金
を
充
実
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い

と
ハ
ッ
パ
を
か
け
る
意
味
が
あ
っ

て
、
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
、
山
口・

鹿
児
島・
福
岡・
佐
賀・
高
知
の
五

県
に
遅
れ
を
取
る
、
と
警
告
し
て

い
た
の
で
し
た
。

　『
糟
屋
郡
志
』に
は
糟
屋
郡
の
育

英
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
ふ
れ
て

い
る
の
で
、
今
回
は
そ
れ
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
右
記
の
各

藩
主
が
設
立
し
た
奨
学
会・
育
英

会
以
外
に
も
、『
藩
閥
之
将
来
』が

上
げ
て
い
る
の
は
福
岡
県
出
身
の

有
力
者（
た
と
え
ば
後
に
伯
爵
と

な
る
金
子
堅
太
郎
の
奨
学
金「
金

子
勧
学
生
」）や
、
各
郡
ご
と
の
奨

学
金（「
糸
島
郡
育
英
会
勧
学
生
」）

で
す
。

　
糟
屋
郡
の
育
英
事
業
に
つ
い
て
、

『
糟
屋
郡
志
』に
は
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
ま
す
。「
貸
与
」で
す
か

ら
返
済
す
る
こ
と
が
前
提
で
、
そ

の
定
め
も
あ
り
ま
す（
西
暦
と
カ

タ
カ
ナ
の
濁
点
、
句
読
点
は
石
瀧

が
補
い
ま
し
た
）。

育
英
事
業
　
本
郡
の
育
英
事
業

は
明
治
三
十
五
年（
１
９
０
２
）

に
始
ま
り
郡
令
第
三
号
を
発
布

せ
り
、当
時
の
学
資
貸
与
規
定

三
ヶ
条
を
摘
録
す
れ
ば
左
の
如

し
。

�

学
資
貸
与
規
程（
摘
録
）

（
三
十
五
年
二
月
二
十
六
日
郡

令
第
三
号
）

第
一
条
　
左
記
各
校
中
ノ
科
程

ヲ
修
了
セ
ン
ガ
為
、学
資
ノ
貸

与
ヲ
受
ケ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
、

本
規
程
ニ
拠
ル
ベ
シ
。

　
一
、
帝
国
大
学
校
　
一
、
高

等
学
校（
大
学
予
科
共
）　
一
、

商
船
学
校
　
一
、東
京
工
手
学

校
　
一
、中
学
校
学
科
程
度
ト

同
等
以
上
ノ
官
公
立
農
学
校
　

一
、
同
上
工
業
学
校
　
一
、
同

上
商
業
学
校
　
一
、同
上
水
産

学
校

第
二
条
　
学
資
ノ
貸
与
ヲ
受
ク

ル
モ
ノ
ヲ
貸
与
生
ト
称
ス
。
貸

費
生
ハ
左
ノ
資
格
ヲ
具
備
ス
ル

ヲ
要
ス
。

　
一
、二
ヶ
年
以
上
本
郡
ニ
本

籍
ヲ
定
メ
、現
ニ
住
居
ス
ル
モ

ノ　
二
、入
学
ス
ベ
キ
学
校
ノ
学

科
程
度
ニ
対
シ
、学
力
優
秀
ナ

ル
モ
ノ

　
三
、品
行
端
正
ナ
ル
モ
ノ

　
四
、身
体
強
健
ナ
ル
モ
ノ

　
五
、学
資
ノ
給
与
ナ
キ
モ
ノ

第
三
条
　
新
ニ
生
ス
ル
貸
費

生
ハ
毎
年
三
名
以
下
ト
シ
、学

校
卒
業
ノ
月
迄
左
ノ
金
額
ヲ

貸
与
ス
。

　
一
、
帝
国
大
学・
高
等
学
校

又
ハ
之
レ
ニ
準
ズ
可
キ
学
校

ヘ
入
学
ノ
モ
ノ
、一
人
一
ヶ
月

金
十
円
以
下
。

　
二
、東
京
工
手
学
校
又
ハ
中

学
校
学
科
程
度
ト
同
等
以
上

ナ
ル
県
外
ノ
学
校
ヘ
入
学
ノ

モ
ノ
ハ
、一
人
一
ヶ
月
金
八
円

以
下

　
三
、中
学
校
学
科
程
度
ト
同

等
以
上
ナ
ル
県
内
ノ
学
校
ヘ

入
学
ノ
モ
ノ
ハ
、一
人
一
ヶ
月

金
六
円
以
下

第
四
条
　
貸
費
生
タ
ラ
ン
ト
欲

ス
ル
モ
ノ
ハ
、身
元
確
実
ナ
ル

保
証
人
、
連
署
ノ
上
、
所
轄
町

村
長
ヲ
経
テ
郡
長
ニ
出
願
ス
ベ

シ
。

第
五
条
以
下
省
略

　
然
る
に
大
正
七
年（
１
９
１
８
）

に
及
び
規
程
を
改
正
す
る
こ
と

左
の
如
し
。

第
一
条
　
中
学
校
及
同
程
度
以

上
ノ
学
校
卒
業
者
ニ
シ
テ
、更

ニ
左
記
各
学
校
ノ
課
程
ヲ
修
了

セ
ン
ガ
為
メ
、学
資
ノ
貸
与
ヲ

受
ケ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
、本
規

定
ニ
拠
ル
ベ
シ
。

　
一
、
分
科
大
学（
帝
国
大
学

の
、現
在
の
学
部
に
相
当
す
る

も
の
）　
一
、
札
幌
農
学
校
　

一
、私
立
大
学（
大
学
部
）　
一
、

高
等
学
校
　
一
、高
等
商
業
学

校
　
一
、高
等
工
業
学
校
　
一
、

京
都
高
等
工
芸
学
校
　
一
、旅

順
工
科
学
堂
　
一
、高
等
農
林

学
校
　
一
、高
等
師
範
学
校
　

一
、
東
京
商
船
学
校
　
一
、
東

京
美
術
学
校
　
一
、医
学
専
門

学
校
　
一
、私
立
明
治
専
門
学

校
　
一
、
神
宮
皇
学
館
　
一
、

東
京
外
国
語
学
校
　
一
、東
亜

同
文
書
院
　
一
、水
産
講
習
所

　
以
上
ノ
外
、之
ニ
準
ズ
ル
諸

学
校

（
第
三
条
～
第
七
条
、略
）

第
八
条
　
貸
費
生
ハ
学
校
卒
業

後
一
ヶ
年
ヲ
経
テ
、其
貸
与
ヲ

受
ケ
タ
ル
総
金
額
ヲ
、左
ノ
通

毎
月
還
納
シ
、総
金
額
ヲ
償
還

ス
ル
義
務
ア
ル
モ
ノ
ト
ス
。

　
初
三
ヶ
年
　
千
分
ノ
六
以
上

　
以
後
　
千
分
ノ
十
以
上

（
第
九
条
～
第
十
二
条
、略
）

　
大
正
十
年
度
予
算
、学
資
貸

与
金
は
二
百
四
十
円
に
し
て
、

明
治
三
十
五
年
貸
与
規
程
制
定

の
当
時
よ
り
、大
正
十
年
に
至

る
迄
、貸
与
を
為
し
た
る
件
数
、

左
の
如
し
。

　
　
　
　
貸
費
生
　
二
十
六
名

　
二
十
六
名
の
貸
費
生
の
名
前
を

知
り
た
い
も
の
で
す
が
、
内
訳
な

ど
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
ま
せ

ん
。
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